
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究レベルで製造可能となったマテリアルについて、次段階、つまり生産ラインへの移行はメーカにとっ

て重要な課題の一つです。このため、その分離・精製工程においても、研究レベルの少量処理から大量処

理へのスケールアップが必要となります。 

R9A2 形アングルロータは、最大容量：1,500ml である 1500PP(WM)ボトル×4 本＝6,000ml を一度に遠心

分離が行える大容量ロータです。 本ロータは従来品よりも最大径は約 1.1 倍とほぼ同等の大きさながら、

処理できる容量は従来品の約 1.7 倍であり、大量処理に適しています。本稿ではこの R9A2 形アングルロー

タを用い、粘土の一種であるベントナイトを遠心分離した結果について報告します。 

 

 

１．装置等 

   遠心機 ： CR22N 形高速冷却遠心機 

   ロータ ： R9A2 形アングルロータ 

   遠心容器 ： 1500PP(WM)ボトル 

 

 

２．分離条件 

   回転速度 ： 8,500 rpm 

最大遠心加速度 ： 15,100×g. 

遠心時間 ： 10 分  

   温度 ： 20℃ 

   加速/減速 ： “9”/“7” 

   サンプル ： 1% ベントナイト懸濁液（ブロモフェノールブルーにて着色） 

   サンプル量 ： 1,500ml×4 本 

 

３．分離結果 

               遠心前                            遠心後 
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４．結論 

    遠心分離後、ベントナイトは 1500PP(WM)ボトルの遠心力側に均一に沈降しました。このことから、

R9A2 形アングルロータを用いることにより、一回の遠心分離で最大 6,000ml の溶液が処理できること

が確認できました。また、本稿で用いた 1500PP(WM)ボトルは、ボトル取り出し口が広口のため、遠心

後の沈殿物が回収し易くなっている、という特長を併せもっています。 

以上のことから、処理量及び沈殿物回収効率アップにより、遠心分離実験の時間短縮を図ることが

可能と考えます。 

装 置 

CR22N 形高速冷却遠心機 
R9A2 形アングルロータ 
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